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② いろいろな内制止条件下における条件行動の抑制メカニズムの 2 型あることについて考察した。
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論文の審査結果の要旨
本町院は食餌性および回避性ペダル押し行動に関与する神経機構を脳波によって解明しようと試み
たものである。しかし，通常の脳波記録では条件行動の直前の変化を明らかにすることは極めて困難
である。そこで著者は，ある特定のニューロン群を賦活した状態で脳波の変化を記録し，連続周波数
分析により土蝦検討を行った。
すなわち，イヌの大脳皮質および皮質下に慢性電極を総るみ，皮質下の電極を介して低頻度電気刺
激を不関刺激あるいは条件刺激として同一動物に先ず食餌性ペダル押しを条件づけ，次いで回避性ペ
ダル押しを学習させた。
食餌性ペダル押しに先行する脳波変化では，主として皮質知覚運動野が関与し，回避性ペダル押し
では，皮質のみならず皮質下構造(海馬，中脳網様体)が参加した。実験的消去では，ペダル押し発
現に関与する神経団路は賦活されないが，陰性条件刺激を陽性条件刺激に先行させた場合の条件行動
の抑制では，陽性条件反射の神経回路は賦活される。
以上本研究は，食餌性行動内回避性行動に関する脳部位を明らかにし，内制止条件下の抑制に 2 型
あることを見出した点で高く矧面される。
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